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1．はじめに 
本稿は ICU 日本語教育課程（以下 JLP）の上級日本語１聴解と書き方コースに関する
実践報告である。JLP では 2000 年のカリキュラム改編により、上級が 2 レベルに分かれ、
上級日本語 1 は「読解」「書き方」「聴解」「話し方」という４技能が独立したコース、上
級日本語 2 は「話し方・聴解」「読解・討論」「書き方・プレゼンテーション」という 2
技能が統合した 3 コースとなり、学生は各自のペースでそれぞれのコースを選択して履
修してきた（中村・坪根 2003）。しかし、上級日本語 1 の 4 技能を異なる学期に履修す
ることには問題点もあり、2009 年秋学期より、上級日本語 1 は「読解」と「話し方」、「聴
解」と「書き方」をそれぞれ連携し、できる限り同じ学期に履修させるようになった。
以下では、2 技能を同時に履修させることになった背景を説明し、次に筆者が 2009 年秋


















表 1 上級日本語１の 1 週間のスケジュール （2000 年から現在） 
時間 月 火 水 木 金 
Ⅰ  読解 聴解  聴解 
Ⅱ  読解 書き方 読解 書き方 



































3-2．上級日本語 1 聴解 2010 年秋学期の内容 
 先に記したように、本コースが終わった段階ではまとまった話を単語リストなどの補
助教材なしに聞いて理解し、それについて報告したり意見を述べたりすることができる














①「電子書籍が『本』を変える」『クローズアップ現代』2010 年 10 月 18 日放送 
NHK 
②「広がるにおいビジネス」『クローズアップ現代』2010 年 5 月 18 日放送 NHK 
③「ペットは泣いている～激安競争の裏側で～」『クローズアップ現代』2009 年 8 月 5
日放送 NHK 










の進め方を 3 種類紹介する。 
まず、NHK の『クローズアップ現代』や『プロフェッショナル仕事の流儀』などを扱
























ことも目的の一つであるが、1 コマ 70 分の限られた授業時間の中では内容理解が中心と
なり、その内容について報告をしたり、意見を述べたりするというところまで十分な時
間を取るのは難しい。そのため、一つの番組が見終わった後は、宿題として番組の要約


















































以下は 2010 年秋学期に本コースで使用した素材を扱った順に並べたものである。 
 
①「教員もスタッフも、学生の将来をいっしょに考えるのが ICU  下村康雄 学生サ  
ービス部 就職相談グループ長」『ICU web campus』  
http://subsite.icu.ac.jp/prc/webcampus/career/emp_01.html 
②「アツくなれる場として選んだアメフト部 横山 慎  教養学部 4 年」『ICU web 
campus』 http://subsite.icu.ac.jp/prc/webcampus/campus_life/club_04.html 
③「レンタルラブ」『世にも奇妙な物語 2003 年 春の特別編』 
④「経済対策・財政難、課題山積の管政権」『News-i』2010 年 9 月 14 日放送 TBS 
http://news.tbs.co.jp/20100914/newseye/tbs_newseye4526217.html  





2009 年 10 月 5 日放送 NHK 
⑦「農家 木村秋則の仕事」『プロフェッショナル 仕事の流儀』2007 NHK 
⑧「『休暇分散化』議論開始」『News-i』2010 年 10 月 6 日放送 TBS  
http://news.tbs.co.jp/20101006/newseye/tbs_newseye4544114.html 




⑩「食卓に迫る遺伝子組み換え作物」『クローズアップ現代』2008 年 11 月 27 日放送 
NHK 















設定しているので、『NHK 高校講座 現代社会』のようなオンラインのラジオや『ICU web 
campus』のように文字情報のないものも取り入れるようにした。 
 









































































る力が求められる。そのため、2009 年度から上級 1 では論文ではなくエッセー（作文）
やレポートを書き、論文は上級 2 で書くこととなった。そして、様々な書式の文書は中












      d. 資料を用い、適切に引用することができるようになる。 
      e. 図表・データの説明・分析ができるようになる。 
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